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北
朝
鮮
の

「
新
科
学
技
術
発
展
五
カ
年
計
画
」
に
付
い
て

　
１
、
長
期
経
済
計
画
へ
の
着
手

　
北
朝
鮮
が
幾
つ
か
の
長
期
経
済
計
画
を
立
て
て
い
る

こ
と
は
、
韓
国
側
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
「
聯
合

ニ
ュ
ー
ス
」（
二
〇
〇
三
年
十
一
月
六
日
付
け
）
が
、

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
報
道
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
難
を
解
決
し
、
科
学
技
術
水
準
を

引
き
上
げ
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
三
カ
年
計
画
、
八
〇
〇
万
ト
ン
食
糧
増

産
五
カ
年
計
画
、
新
科
学
技
術
発
展
五
カ
年
計
画
な
ど

で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
の
長
期
経
済
計
画
も
起
年
は
二

〇
〇
三
年
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
計
画
達
成
の
成
果
は

労
働
党
創
建
六
〇
周
年
で
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
二
〇
〇
五
年
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
三
カ
年
計
画
の

最
終
年
度
で
あ
り
、
他
の
二
つ
の
計
画
は
中
間
年
度
で

あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
三
カ
年
計
画
は
発
電
所
の
設
備
更

新
と
電
力
生
産
に
必
要
な
石
炭
増
産
が
主
要
骨
子
で
あ

る
。
石
炭
増
産
で
は
鉱
山
機
械
の
改
善
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
経
済
復
興
の
要
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
国

家
の
力
量
を
傾
斜
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
で

は
二
〇
〇
五
年
に
事
業
目
標
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

計
画
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て
二
〇
〇

六
年
か
ら
第
二
段
階
に
入
り
、
最
先
端
技
術
を
導
入

し
、
不
合
理
な
工
業
構
造
を
改
め
、
新
し
い
工
業
部
門

も
創
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
北
朝
鮮
は
一
〇
年
前
に
第

三
次
七
カ
年
計
画
（
一
九
八
七
〜
一
九
九
三
年
）
を
終

了
し
た
後
、
一
〇
年
間
も
新
し
い
経
済
計
画
を
立
て
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
科
学
技
術
を
総
動
員
す
る

こ
と
で
直
面
す
る
課
題
の
解
決
を
図
り
、
経
済
を
回
復

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
次
い
で
、
八
〇
〇
万
ト
ン
食
糧
増
産
五
カ
年
計
画
で

は
、
科
学
営
農
を
実
現
し
て
食
糧
生
産
を
倍
増
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
問
題
は
そ
の
「
科
学
営

農
」
の
内
容
だ
が
、
北
朝
鮮
が
推
進
す
る
の
は
、
作
物

の
品
種
改
善
、
土
壌
に
合
う
二
毛
作
、
化
学
肥
料
の
効

率
的
利
用
な
ど
で
あ
る
。
稲
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中
心

に
し
た
単
純
な
農
業
構
造
を
多
様
な
穀
物
生
産
構
造
へ

転
換
出
来
れ
ば
、
農
業
生
産
に
不
利
な
気
候
条
件
に
も

対
応
出
来
る
、
つ
ま
り
農
業
構
造
改
善
が
改
善
だ
と
み

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
リ
・
ヨ
ン
グ
農
業
科
学

院
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
が
述
べ
た
見
解
で

あ
る
。

　
農
業
科
学
院
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
ま

た
、
先
ず
二
〇
〇
三
年
か
ら
黄
海
南
道
の
安
岳
、
銀

泉
、
載
寧
、
信
川
な
ど
の
四
郡
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

活
用
し
た
「
情
報
農
業
」
を
導
入
し
、
生
産
実
績
を
二

〇
〇
二
年
の
一
・
五
倍
に
引
き
上
げ
れ
ば
、
そ
の
手
法

を
全
国
展
開
し
て
八
〇
〇
万
ト
ン
の
目
標
が
達
成
出
来

る
と
も
述
べ
て
い
る
。
旧
ソ
連
の
報
告
に
は
、
風
味
が

よ
く
調
理
が
簡
単
な
こ
と
か
ら
、
農
民
た
ち
は
明
ら
か

に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
よ
り
も
ア
ワ
を
好
ん
で
い
る
、
と
あ

り
、
穀
物
生
産
の
多
様
化
は
注
目
さ
れ
る
改
善
計
画
で

あ
る
。

　
　
２
、
科
学
技
術
発
展
計
画

　
　
　
　
　
　
　
五
カ
年
計
画
と
は

安
　
部
　
桂
　
司

　
そ
し
て
、
科
学
技
術
発
展
五
カ
年
計
画
は
、
二
〇
〇

三
年
一
〇
月
末
に
開
か
れ
た
「
全
国
科
学
・
技
術
者
大

会
」
で
第
二
次
計
画
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

　
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
技
術
協
会
（
科
協
）
の
機
関
誌

で
は
、
表
に
示
す
よ
う
な
「
新
科
学
技
術
発
展
五
カ
年

計
画
」
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
六
月
に
公
開
さ
れ
て
い

る
。
前
述
の
聯
合
ニ
ユ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
先
行
す
る
第

一
次
科
学
技
術
発
展
計
画
は
一
九
九
八
年
を
起
年
と
し

た
五
ケ
年
計
画
と
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
を
起
年
と
す
る

計
画
は
第
二
次
計
画
と
さ
れ
て
い
る
。
科
協
の
機
関
誌

で
は
、
一
九
九
八
年
当
初
「
新
し
い
科
学
技
術
発
展

三
カ
年
計
画
の
中
心
課
題
は
重
要
科
学
技
術
部
門
を
高

段
階
に
発
展
さ
せ
、
最
新
科
学
技
術
に
よ
る
人
民
経
済

の
現
代
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
科
学
技
術
展
望
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
発
展
の
土
台
を
築
く

と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
科
協
の
機
関
誌
は

「
新
」
を
「
科
学
技
術
発
展
五
カ
年
計
画
」
の
頭
に
付
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け
て
そ
の
内
容
を
表
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
表
は
一
部
で
訳
さ
れ
て
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
で
紹
介

さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』
誌
（
二
〇
〇

三
年
十
二
月
二
九
日
－
二
〇
〇
四
年
一
月
五
日
号
）
に

よ
れ
ば
、
北
朝
鮮
で
は
と
く
に
電
力
面
の
疲
弊
が
著
し

く
、
そ
の
電
力
不
足
が
軍
事
面
か
ら
民
生
ま
で
圧
迫
し

て
い
る
と
い
う
。
表
の
冒
頭
に
電
力
生
産
の
改
善
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　「
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
」
が
北
朝
鮮
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

等
を
伝
え
た
以
降
、
ラ
ヂ
オ
プ
レ
ス
が
発
行
す
る
『
Ｒ

Ｐ
北
朝
鮮
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
』
で
は
、
幾
つ
か
電
力
生

産
で
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
慈
江

道
で
興
州
青
年
二
号
発
電
所
建
設
進
む
」（
十
一
月
十

四
日
号
）、「
電
力
生
産
で
成
果
・
城
川
江
（
咸
鏡
南

道
）
の
各
発
電
所
」（
十
一
月
二
六
日
号
）、「
慈
江
道
内

の
中
・
小
型
発
電
所
で
〔
電
力
生
産
闘
争
〕
」（
十
二

月
三
日
号
）、「
各
地
で
中
・
小
型
発
電
所
の
建
設
が
最

終
段
階
に
」（
十
二
月
四
日
号
）、 

「
各
地
の
水
力
発
電

所
が
電
力
生
産
に
奮
闘
」（
十
二
月
五
日
号
）、 

「
慈
江

道
が
中
小
型
発
電
所
の
建
設
推
進
」
（
十
二
月
八
日

号
）、「
平
安
北
道
内
の
中
・
小
型
発
電
所
が
電
力
生
産

を
推
進
」（
十
二
月
十
二
日
号
）
な
ど
、 

順
次
国
内
の

電
力
生
産
の
事
情
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
止
め
の

報
道
が
「
平
安
北
道
の
発
電
所
建
設
事
業
を
現
地
指
導

─
金
正
日
総
書
記
」（
十
二
月
二
二
日
号
）
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
北
朝
鮮
で
も
雨
量
の
多
い
泰
川
地
域

に
幾
つ
か
の
ダ
ム
を
建
設
し
、
水
力
発
電
所
の
建
設
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
泰
川
郡

は
核
開
発
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
寧
辺
地
域
に
隣
接
し

て
お
り
、
金
正
日
は
ダ
ム
の
建
設
現
場
を
視
察
し
、

「
泰
川
四
号
発
電
所
ま
で
完
工
す
れ
ば
、
泰
川
地
区
に

大
水
力
発
電
基
地
を
建
設
す
べ
き
だ
と
い
う
偉
大
な
領

袖
（
故
金
日
成
主
席
）
の
遺
訓
教
示
を
輝
か
し
く
貫
徹

す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
「
故
金

日
成
の
遺
訓
教
示
」
に
は
、
米
国
で
は
Ｔ
Ｖ
Ａ
総
合
開

発
に
よ
る
水
力
発
電
に
依
拠
し
て
「
原
爆
」
が
製
造
さ

れ
た
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
故
、
前
述
の
平
安
北
道
と
隣
接
す
る
慈
江
道
中
心
の

水
力
発
電
所
建
設
の
報
道
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
帯
が

北
朝
鮮
で
は
年
間
雨
量
が
突
出
し
て
多
い
地
域
で
あ
る

に
し
て
も
、
核
開
発
と
の
関
連
を
想
起
し
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
こ
の
他
に
太
陽
熱
の
活
用

が
「
全
国
住
民
用
燃
料
・
燃
焼
器
具
展
開
く
」（
十
一

月
二
〇
日
号
）
の
報
道
内
容
に
盛
ら
れ
て
お
り
、
メ
タ

ン
ガ
ス
の
活
用
と
石
炭
の
増
産
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
電
力
問
題
で
は
、
火
力
発
電
と
風
力
発
電
の

項
目
が
「
科
学
技
術
発
展
五
カ
年
計
画
」
に
立
て
ら
れ

て
い
る
が
、
五
カ
年
計
画
の
最
初
の
年
で
あ
る
二
〇
〇

三
年
の
暮
れ
の
報
道
内
容
を
見
る
限
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
は
水
力
発
電
が
主
流
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
水
力
発
電
所
は
、
軍
事
関
連
工
場
が
存

在
す
る
地
域
に
突
出
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
、「
軍
事
優
先
の
旗
を
高
く
掲
げ
て
国
防
工
業

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
」（『
労
働
新
聞
』
十
一
月
十
二

日
付
け
）
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
３
、
北
朝
鮮
の
科
学
技
術
政
策
と
は

　
北
朝
鮮
で
は
科
学
技
術
は
国
と
民
族
の
発
展
を
実
現

す
る
基
本
の
鍵
だ
と
さ
れ
、
社
会
主
義
強
盛
大
国
と
は

科
学
技
術
強
国
で
あ
り
、
科
学
技
術
的
保
証
が
な
け
れ

ば
強
盛
大
国
の
建
設
が
出
来
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
強
盛
大
国
は
自
力
更
生
の
旗
の
下
に
建
設
す
る
、

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
朝
鮮
を
強
盛
大
国
に
す

る
に
は
、
先
ず
科
学
技
術
を
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
れ
は
自
力
更
生
の
旗
の
下
に
行
う
と
、
金
正
日

は
言
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
金
正
日
は
、
従
来
金
日

成
の
説
い
た
自
力
更
生
が
今
日
の
状
況
に
合
わ
な
い
の

で
、
新
た
な
自
力
更
生
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
い

て
い
る
。
北
朝
鮮
に
お
け
る
自
力
更
生
の
概
念
が
変

わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。
従
来
は
、
例
え
遅
れ

た
技
術
や
設
備
で
あ
っ
て
も
、
提
起
さ
れ
た
問
題
を
自

力
で
解
決
す
る
こ
と
に
少
し
で
も
助
け
に
な
る
技
術
や

設
備
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
積
極
的
に
導
入
し
た
。
内
容

的
に
は
、
朝
鮮
総
督
府
施
政
下
で
建
設
さ
れ
た
設
備
を

使
う
に
当
た
っ
て
、
不
足
す
る
資
材
を
日
本
か
ら
輸
入

す
る
、
或
い
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
を
導
入
し
て
行
く

こ
と
も
自
力
更
生
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
む

ろ
ん
、
遅
れ
た
技
術
や
設
備
の
中
に
は
旧
ソ
連
を
先
頭

と
す
る
社
会
主
義
諸
国
か
ら
の
援
助
で
建
設
さ
れ
た
工

場
も
入
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
様
な
自
力
更
生
は
今
日
に
合
わ
な
い

と
さ
れ
、
科
学
も
最
新
の
科
学
に
依
拠
し
、
機
械
設
備

や
生
産
工
程
も
最
も
現
代
的
な
も
の
を
導
入
し
、
最
高

の
水
準
で
最
大
の
生
産
を
挙
げ
る
の
が
今
日
の
自
力
更

生
、
新
し
い
自
力
更
生
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
新

し
い
自
力
更
生
は
、
金
正
日
に
よ
り
「
実
利
を
保
障
す

る
自
力
更
生
」
だ
と
説
か
れ
、
実
利
を
保
障
し
つ
つ
自

力
更
生
し
て
初
め
て
、
北
朝
鮮
の
財
と
富
を
決
定
的
に

増
や
し
て
国
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
北
朝
鮮
の

原
料
、
資
材
、
電
力
の
緊
張
問
題
を
解
決
で
き
る
、
と
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言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
は
、
親
父
（
金
日
成
）
の
時
代
は
北
朝
鮮
の
資

源
に
拘
り
す
ぎ
た
自
力
更
生
で
あ
っ
た
が
、
自
分
（
金

正
日
）
は
違
う
、
と
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、

韓
国
側
か
ら
自
給
自
足
の
経
済
政
策
が
自
己
矛
盾
に
陥

り
、
北
朝
鮮
経
済
は
倒
壊
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

自
国
の
資
源
に
拘
る
自
力
更
生
が
経
済
性
を
損
な
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
活
用
で
き
る
の
な
ら
日
本
か
ら
原

料
・
資
材
を
運
ん
で
来
て
も
良
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
実
利
を
保
障
さ
れ
る
自
力
更
生
で
は
、
日
本

か
ら
廃
タ
イ
ヤ
、
放
置
自
転
車
を
運
ん
で
も
構
わ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
一
方
で
科
学
も
最
新
の

科
学
に
依
拠
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
北
朝
鮮
国
内
の
人
的
資
源
に
依
拠
す
る
こ
と
は
、
か

な
り
難
し
い
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
愛
国
愛

族
的
な
科
学
事
業
を
活
発
に
繰
り
広
げ
る
と
い
う
金
正

日
の
「
基
本
指
針
」
で
あ
る
。

　
伝
え
ら
れ
る
金
正
日
の
「
基
本
指
針
」
は
「
全
て
の

海
外
同
胞
は
熱
烈
な
祖
国
愛
を
持
っ
て
、
力
の
あ
る
人

は
力
で
、
資
金
の
あ
る
人
は
資
金
で
、
知
識
の
あ
る
人

は
知
識
で
、
社
会
主
義
祖
国
の
富
強
発
展
の
為
に
特
色

代表的なものは次の通り。

新科学技術発展５ヵ年計画（2003－ 2007）

人民生活部門

（17部門）

先端技術部門

（5部門）

その他の部門

・探査、発掘方法の先進技術、発破効率（60％→90％へ）、運搬技術、選炭技術（基本）

▲技術開墾部門

基

幹

工

業

電力を少なく使う工業へ

送電、変電
体系の更新

電力生産

石炭

風力発電

火力発電所

水力発電所

・循環比等型温水ボイラー210t/h導入を目的とした事業
　＊今後320t/hで運営すると、重油が節約可能である。

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門

工作機械：輸出品の水準を高める。
電気機械と油圧器具の現代化

金属工業

機械工業

鉄道運輸

化学工業

非コークス製鉄

耐火物

肥料、化学工業、製鉄工業

資金
文献及び科学技術情報
人材育成及び対外科学技術交流

▲人民生活部門

穀物 種子、肥料、農薬問題を解決し、800万 t生産目標
優良品種の草食獣、鳥、アヒル、ダチョウ牧場

▲科学技術

先端科学技術

情報科学技術
生命工学
新たなエネルギー
新たな材料
海洋及び宇宙科学

▲遂行方法

樹林・原林化

魚

食用油脂

野菜と果物
肉と卵

・食用油脂は殆ど輸入に依存している
・豆を多量に収穫せねばならない（５t収穫しなければならない）
・アブラナ
・油が取れる樹木の植樹（松の実、緑豆を輸出すればよい）

・水車の効率を高める事について
・効率の高い水車を１基水豊発電所に導入
・水豊発電所７基全てに導入すれば6－7万kwの電力を新た
　に得られるので、順次その他の発電所に拡大する
・電力損失が多いので現在の21％を15％へ低める
・高圧送電体系（直流）技術準備

褐炭（コレックス法）
金策製鉄所で６万t試験建設
低温三和鉄

非同期４軸電気機関車の開発

・肥料160万 t（現在50－ 60万 tであれば望ましが、土壌の質が落ちるので
　その分を計画し一部輸出に回す）
・農薬：極微量殺虫剤が重要である
・フェマンチョ：石膏がないのでセメント生産ができない状態である
・順川：酸素一電気熱法

・養魚における添加剤が重要である
・漁港の改良

・水の問題も深刻化している
・苗木が一番かかっている。15億本／年必要である
・組織培養し年に15万町歩植樹する
・薪用植樹林造成
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北
朝
鮮
の
科
学
技
術
政
策
を
検
討
し
て
い
け
ば
、
そ

の
発
展
が
依
拠
し
て
い
る
の
が
韓
国
、
在
日
朝
鮮
人
、

在
米
韓
国
人
の
科
学
者
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
北
朝
鮮
の
科
学
技
術
政
策
が
、
大
量
破
壊
兵
器
の

開
発
に
繋
が
る
技
術
を
包
括
し
て
い
る
だ
け
に
そ
の
導

入
に
は
今
の
北
朝
鮮
の
外
交
政
策
で
は
大
き
な
困
難
が

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
金
日
成
の
時
代
、
第
三
次
七
カ
年
計
画
（
一
九
八
七

〜
九
三
年
）
に
入
る
前
に
開
か
れ
た
労
働
党
中
央
委
員

会
第
六
期
第
十
一
次
全
員
会
議
で
「
技
術
革
命
の
推
進

や
鉄
鋼
生
産
を
高
め
る
」
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
問
題

は
こ
の
決
議
の
中
身
で
あ
る
逼
迫
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の
問
題
が
こ
の
と
き
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
当
時
は

社
会
主
義
諸
国
と
の
連
帯
が
あ
り
、
旧
ソ
連
か
ら
石
油

も
輸
入
で
き
た
。
そ
れ
に
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は

激
し
く
続
い
て
お
り
、
武
器
輸
出
も
盛
ん
に
行
わ
れ

た
。
そ
れ
に
加
え
て
知
的
財
産
権
の
国
家
管
理
が
甘
い

日
本
か
ら
必
要
と
す
る
技
術
も
導
入
で
き
た
。
資
材
に

関
し
て
言
え
ば
、
玉
城
素
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
北
朝

鮮
は
核
開
発
で
核
燃
料
の
再
処
理
に
必
要
な
ト
リ
ブ
チ

ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
卜
か
ら
核
燃
料
再
処
理
槽
に
使
わ
れ
る

ス
テ
ン
レ
ス
ま
で
輸
入
し
て
い
る
。
日
本
の
安
保
認
識

に
は
甘
い
モ
ノ
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
北
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
六
期
第
十
一
次

全
員
会
議
の
決
定
は
、『
金
日
成
著
作
集
』
で
、
そ
の

内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
二
〇

年
経
過
し
て
い
る
に
関
わ
ら
ず
そ
れ
は
「
新
科
学
技
術

発
展
五
カ
年
計
画
」
に
掲
げ
ら
れ
た
課
題
の
大
半
を
含

ん
で
い
る
。
こ
の
事
実
は
当
時
抱
え
て
い
た
課
題
の
多

く
が
引
き
続
き
存
在
し
、
よ
り
深
刻
化
し
た
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
を
社
会
主
義
圏
の
崩
壊
に
求

め
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
真
の
原
因
は
金
正
日
の

進
め
る
先
軍
政
治
に
対
し
、
日
米
韓
が
安
保
上
と
知
的

財
産
権
の
保
護
の
立
場
か
ら
技
術
移
転
に
厳
し
く
対
応

し
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
最
大
の
実

利
を
追
求
す
る
と
言
う
経
済
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が

科
学
技
術
部
門
に
新
た
に
適
用
さ
れ
、
更
に
二
〇
〇
四

年
の
新
年
共
同
社
説
で
も
、
こ
の
五
カ
年
計
画
へ
の
期

待
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
あ
べ
け
い
じ
・
技
術
史
研
究
家
）

あ
る
寄
与
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
あ
る
。
具
体

的
に
そ
れ
に
応
え
て
来
た
海
外
同
胞
は
在
日
朝
鮮
人
で

あ
り
、
科
協
で
は
会
員
た
ち
は
「
愛
国
愛
族
の
一
途
に

総
集
結
し
て
、
任
せ
ら
れ
た
栄
誉
あ
る
科
学
技
術
事
業

を
責
任
持
っ
て
遂
行
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
金
正
日
の
時
代
に
な
っ
て
の
特
徴
は
、
海
外

同
胞
に
在
米
韓
国
人
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
北
朝
鮮
を
故
郷
と
す
る
在
米
韓
国
人
に
よ
っ
て

「
科
協
」
（
在
米
同
胞
科
学
技
術
協
会
）
が
結
成
さ

れ
、
祖
国
の
科
学
技
術
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
そ
の

規
約
に
唱
わ
れ
て
い
る
。
更
に
海
外
同
胞
の
概
念
に
韓

国
人
も
加
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本

か
ら
の
技
術
移
転
が
と
も
す
れ
ば
、
朝
鮮
総
督
府
施
政

下
で
建
設
さ
れ
た
施
設
を
活
用
す
る
か
、
或
い
は
そ
れ

を
発
展
さ
せ
る
分
野
に
傾
き
勝
ち
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
科
学
技
術
発
展
五
カ
年
計
画
の
内
容

を
検
討
し
て
い
け
ば
分
か
る
こ
と
だ
が
、
か
な
り
の
分

野
が
日
本
と
の
科
学
技
術
交
流
な
し
に
は
存
立
し
な
い

の
で
あ
る
。
在
米
科
協
の
協
力
を
仰
ぎ
、
米
国
か
ら
の

導
入
を
見
込
ん
で
い
る
表
の
終
わ
り
の
部
分
に
示
さ
れ

て
い
る
先
端
科
学
技
術
の
分
野
に
関
し
て
も
、
具
体
性

が
見
え
て
来
な
い
。
米
国
か
ら
の
技
術
導
入
を
も
く
ろ

む
だ
け
で
な
く
、
韓
国
か
ら
の
導
入
を
も
く
ろ
ん
で
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
米
国
同
様
に
安
全
保
障
と

知
的
財
産
権
の
問
題
が
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
安
全
保
障
上
の
問
題
こ
そ
が
金
正
日
の
科
学
技

術
政
策
の
根
幹
を
成
し
、
自
力
更
生
の
頭
に
付
く
「
実

利
」
と
は
、
軍
事
優
先
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
を
言

明
し
て
い
る
の
が
、
金
正
日
の
次
の
言
葉
で
あ
る
。

「
軍
事
は
国
事
の
中
の
第
一
の
国
事
で
あ
り
、
国
防
工

業
は
富
強
祖
国
建
設
の
生
命
線
で
あ
り
ま
す
。
軍
事
と

国
防
工
業
を
離
れ
て
は
、
経
済
強
国
も
建
設
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
国
と
人
民
の
安
寧
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
わ
が
国
で
は
軍
事
が
第
一
で
あ
り
、
国
防
工

業
が
優
先
で
す
」（『
金
正
日
選
集
』
第
14
巻
　 

頁
）

　
そ
の
国
防
工
業
に
は
最
新
の
科
学
技
術
の
導
入
成
果

が
優
先
的
に
集
中
さ
れ
て
お
り
、
北
朝
鮮
で
は
最
も
優

秀
な
科
学
技
術
力
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
防
工

業
に
優
先
的
に
力
を
入
れ
る
経
済
建
設
が
北
朝
鮮
の
運

命
、
社
会
主
義
の
運
命
に
関
わ
る
死
活
的
な
問
題
だ
と

金
正
日
は
提
起
し
、
こ
れ
が
北
朝
鮮
で
は
「
金
正
日
総

書
記
の
独
創
的
路
線
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
科
学
技
術
政
策
に
馴
染
ま
な

い
の
が
、
韓
国
と
米
国
で
あ
る
。
だ
が
、
最
近
の
韓
国

の
科
学
技
術
政
策
で
は
、
民
族
の
統
一
と
知
的
財
産
権

保
護
の
た
め
北
朝
鮮
と
の
科
学
技
術
交
流
が
必
要
視
さ

れ
、
韓
国
の
安
全
保
障
の
確
保
と
の
間
に
矛
盾
を
来
た

し
て
い
る
。
そ
れ
が
北
朝
鮮
の
狙
い
で
も
あ
る
。
一

方
、
米
国
は
核
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
安
全
保
障
に
厳
し

い
目
を
注
ぎ
、
韓
国
の
み
な
ら
ず
日
本
か
ら
の
技
術
移

転
に
も
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

467


	所報-第113号-B5-04.01.30_Part4
	所報-第113号-B5-04.01.30_Part5
	所報-第113号-B5-04.01.30_Part6
	所報-第113号-B5-04.01.30_Part7

